（府労連）

第１の要求について府労連との、これまでの良き労使関係については、今後とも維持していきます。我々としては、この基本的立場に立って、職員の給与・勤務条件に関わる諸問題については、誠意をもって、府労連と十分協議を行っていきます。

第２の要求について、人事委員会勧告は、労働基本権制約の代償措置であることから、基本的には尊重すべきものと考えています。

第13の要求について、府立学校での乳がん・子宮がん検診については、これまで40歳以上の希望者全員を対象としていましたが、昨年２月に改正された厚生労働省の指針を参考に、公費負担とするのは２年に１回とし、子宮がん検診については対象年齢を20歳からに引き下げるとともに、乳がん検診については、これまでオプション検査として自己負担であったマンモグラフィ検査を公費負担に改める予定です。
第15の要求について、早出遅出勤務については、公務に支障がない場合に、15分早出遅出の勤務パターンに加えて、これまで30分早出の勤務パターンを導入し拡充したところですが、平成29年８月１日から知事部局等において、さらにこれまでの早出の勤務パターンに加えて、45分及び１時間早出の勤務パターンを導入し、拡充します。
その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長から答えたとおりです。

